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研究の概要 【研究対象者】 

切除不能肝細胞癌に対して全身薬物療法治療を受けられる方で当院に通院

あるいは入院された方 

【研究の目的・意義】 

切除不能肝細胞癌に対して分子標的薬など全身薬物療法が複数登場してそ

の有効性が証明されて使用できるようになりました。しかし、どのような

患者さんに対してより有用性が高いか、また副作用が発現しやすいか、ど

のようなタイミングで治療を導入・切り替えを行うことによって本当に治

療効果があがるのか、など、まだまだよくわかっていません。切除不能肝

細胞癌に対して全身薬物療法で治療を受けられた方たちのデータを元に、

治療によってより恩恵を受けられる方、副作用の出やすい方などを明らか

として、将来の患者さんに還元できるデータの集積の必要性があります。 

この研究の目的は、切除不能肝細胞癌に対して全身薬物療法治療を受けら

れた方の臨床像を明らかにすることです。 

【研究の方法】 

この研究では、あなたの診療録の一部を定期的に調査させていただき、治

療経過と治療効果・副作用についての臨床経過を集積・検討いたします。

この研究に参加することで、受ける治療や検査（肝機能、腎機能、尿検査、

甲状腺ホルモン検査、腫瘍マーカーなど）、診療の内容がかわることは一切

ありません。 

【研究期間】 

  実施許可日 ～ 2035 年 12 月 31 日 

【研究結果の公表の方法】 

この研究は患者さんのデータを個人情報がわからない形にして、学会や論

文等で発表します。さらにイタリアを中心とした国際共同研究においても

患者さんのデータを個人情報がわからない形にして、学会や論文等で発表

します。海外の共同研究機関はすべて、当該国の研究倫理指針、個人情報

管理指針を順守しています。 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

無） 

治療経過と治療効果・副作用についての臨床経過を匿名化し、研究代表施

設に提供します。 

研究に用いる試料・情

報を利用する機関及び

施設責任者氏名 

富山大学附属病院 病院長 林 篤志 

研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報

及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する

資料を開示いたします。 

試料・情報の管理責任 高崎総合医療センター 臨床研究部 柿崎暁 



者（研究主機関におけ

る研究責任者氏名） 

研究対象者、親族等関

係者からの相談等への

対応窓口 

研究対象者からの除外（試料・情報の利用または他機関への提供の停止を

含む）を希望する場合の申し出、研究資料の開示希望及び個人情報の取り

扱いに関する相談等について下記の窓口で対応いたします。 

電話  076－434-7301 

FAX 076-434-5027 

E-mail tajikazu@med.u-toyama.ac.jp 

担当者所属・氏名 第三内科 准教授 田尻和人 

 

 


